





















　設置した気象観測システムは Weather Hawk 社製の
WeatherHawk 232 Direct Connect Weather Stationである。
これを 2 基購入し、多摩キャンパス内の 2 か所に設










































　気象観測システムの設置は 2013 年 12 月 9日に納入
業者によって行われたのち、2015 年 5 月現在まで気
象観測を継続中である。ただし、社会学部棟観測点
では、2014 年 2 月 25 日 4：00：01 より同年 3 月 6 日























150 ～ 1150 hPa
0.78 ～ 50 m s－1
0 ～ 360℃（353
～ 360 open）
0～ 2000 W m－2
±0.5℃
±3％（気温 25℃、相対
湿度 10 ～ 90％時）
±5％（気温 25℃、相対
































　日積算日射量は 4 月から 8 月までの長い期間にか
けてなだらかなピークが見られたのに対して、日平
均気温のピークは日射量のピークの後半の 7 月後半
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は 1,076,725 W m－2、年降水量は 2,092 mm、年平均風
速は 0.25 m s－1、年平均気圧は 993 hPa であった。多
摩キャンパスより標高が 100 m ほど低い八王子のア
メダス観測点では、年平均気温が 14.5℃、年降水量


































　年平均気圧は 993 hPa であった。これは海面気圧が
1013.25 hPa、多摩キャンパスの標高が 200 ｍとして













社会学部 年積算値 1,097,924 2,035 － － － －

























野球場 年積算値 1,055,527 2,149 － － － －



























注 2 ）極大値と極小値におけるカッコ内の数字は，それぞれの値が出現した日付を，1月 1日を“1”として数えた時の日数（12































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　A) 日積算日射量　　　　B) 日積算降水量　　　C) 日平均気温


















同じ値を記録するが、1 日に 4000 W m －2 以上の日射
量があると社会学部でより多くの日射が観測される
ようである。日射量は太陽高度に依存するので、夏
至のころの観測が最も高い日射量を示す。おそらく、
夏至の前後 2 か月位の日射量データが両観測点間の
違いをもたらしていると推測される。実際、図 1 の
季節変化パターンはこの推測を裏付けているように
思われる。以上より、野球場観測点では春から夏に
かけての時期（太陽高度が高いとき）に周囲の遮蔽
物などの影響により日射がさえぎられ、本来よりも
低い日射量を測定してしまうと結論される。湿度セ
ンサーと風速センサーに見られた相関関係は、野球
場観測点でより湿度が高く、強い風が吹くという設
置場所の環境の影響を強く受けることを示している。
　以上より、2013 年の年末から開始した気象観測は
多くの気象要素で順調にモニタリングしていると考
えている。しかし、今後の継続観測に向けて検討す
べき課題も見つかっている。今後、次のような課題
を克服していく必要があると考えている。
　● 観測点間に環境差がある可能性が強いので、デー
タの補正を踏まえた検討が必要である。
　● 今後、センサー類の劣化が順次進んでいくが、そ
れを踏まえた今後の維持管理について検討して
いく必要がある。
　● 気象データが有効活用されるように、生データ
を無料でネット配信したり、積極的な活用法に
ついてのアイデアを考える必要がある。
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